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あるひのこと　 テ ト は　 たびの　 したく を

していました 。 だいすきな　 ともだちの　 サルに

あいに　 いく ためです 。



テト は　 リ ュ ッ クに　 おみやげを 　 つめました 。

はちみつ 、いけばな 、イチゴ 、おもち ゃ に　 えほん 。

また　 じぶんの　 ために　 みずと　 サンド イッ チと

コンパスも　 いれました 。



テト は　 ねっ ききゅ う 　 くうこうへ　 むかいました 。

はやく 　 おきた　 あさは　 ながく 　 のびた　 かげを

みることが　 できるのが　 テト は　 すきでした 。

「じ ゃ あ 　 い っ てく るね 。」 テ ト は　 いいました 。

「たのしんで きてね 。」ゆうじんは　 いいました 。



テト は　 かれの　 すむ　 まちを 　 こえ

かわを 　 こえ



やまを 　 こえ

みずうみを 　 こえて



とうとう　 サルの　 まちに　 つきましたが

ね っ きき ゅ うの　 そうさは　 とても　 むずかしく

うまく 　 おり ることが　 できませんでした 。

テ ト は　 ちかく の　 たきへ　 とんでい っ て

しまいました 。



テト が　 たどり ついた　 ところには　 ゴリラが

いました 。 ゴリラは　 たきの　 なかで　 めいそうを

していました 。



テト は　 ゴリラの　 ての　 うえに　 おり ました 。

「きき ゅ う 　 たたむから　 ち ょ っ とま っ てね 。」

テ ト が　 いいました 。



テト は　 きき ゅ うを 　 ちいさく 　 たたんで

リ ュ ッ クに　 いれました 。

「よ し 。」 テ ト は　 まんぞく 　 しました 。



「お またせ 。 ぼく は　 テ ト 。 きみは ？ 」

「え ？ 」

「ぼく は　 テ ト だよ 。 きみの　 なまえは ？ 」

「み みに　 なんか　 はい っ て　 きこえない ！ 」

「み ずが　 はい っ たのかな 。」



テト は　 めんぼうを 　 もっ て　 ゴリラの　 みみの　

なかに　 はい っ て　 いきました 。

「こ れだな 。」 テ ト は　 めんぼうで　 ゴリラの

みみの　 なかの　 みずを 　 と っ て　 あげました 。



「よ く 　 きこえる 。 あ り がとな 。 おれは　 ゴリ 。」

「ど ういたしまして 。 ぼく は　 テ ト 。」

「ち いさいと　 いいな 。 みみにも　 はいれるし 。」

「う ん 、 いいよ 。 ねえ 、 サルっ て　 し っ てる ？ 」

「サルなら　 この　 かわの　 さきに　 いるはずだぞ 。」



「かわ を 　 く だるなら　 これを 　 やるよ 。」

「あ り がとう ！ これ　 ふねに　 なるね 。」

「オ ー ルは　 めんぼうで　 いいか。」

「… これ　 あたらしい　 めんぼう　 だよ ね ？ 」



「じ ゃ あね 、 ゴリ ！ 」

「じ ゃ あな 、 テ ト ！ 」

テト は　 かわを 　 くだり ながら　 すんだ　 くうきと

うつく しい　 けしきを 　 たのしみました 。



しばらく すると　 テ ト は　 サルの　 まちに

つきました 。

「サルー ！ 」

「テ ト ー ！ 」

ふ た り は　 ぶじに　 あえて　 よ ろこびました 。



「よ く 　 ここが　 わかっ たね ！ 」

テ ト が　 いいました 。

「たきの　 ほうに　 おり るのが　 みえたからね 。」

サルが　 いいました 。

「ゴリに　 あ っ たよ ！ これ 、 もら っ た ！ 」

テト は　 ゴリのことを 　 サルに　 はなしました 。



「も り を 　 ぬけるよ 。 し っ かり 　 つかま っ てね ！ 」

「う ん ！ 」 テ ト は　 ぼうしと　 ふねを 　 リ ュ ッ クに

いれました 。

サルは　 ものすごい　 はやさで　 もり を 　 ぬけて　

いきました 。



「こ こが　 ぼく の　 すむまち　 サルラだよ ！ 」

「お おきな　 まちだね ！ 」



「こ れは　 なに ？ 」 テ ト が　 ききます 。

「あわふうせん 。まちの　 てっ ぺんに　 いこう ！ 」



「い く よ ！ 」

サルと　 テト は　 きのこの　 うえを 　 とびながら　

まちの　 て っ ぺんまで　 いきました 。



「ここから　 サルラの　 まちを 　 みわたせるんだ 。」

「た てものが　 おにぎり 　 みたい ！ 」



「かえり は　 この　 スカイスライダー で　 おり よ う ！ 」

「た のしそう ！ 」



「わ ー い ！ 」

ふたり は　 まちを 　 すべり 　 おり て　 いきました 。



「ぼく の　 いえの　 すべり だいよ り 　 はやいよ ！ 」

テ ト は　 いままで　 こんなに　 はやいものに

の っ たことは　 あり ませんでした 。



「と うち ゃ く ー ！ 」 サルは　 １ ０ かい　 クルクルと

まわり ました 。

「かっ こいい ！ 」 テ ト は　 スカイスライダー が

だいすきに　 なり ました 。



「じ ゃ あ 、 サルラひろばに　 いこう ！ 」

「な にが　 あるの ？ 」 テ ト が　 ききます 。

「いけば　 わかるよ 。」 サルは　 に っ こり

わらいました 。



ひろばでは　 おおぜいの　 サルが　 まっ ていました 。

「テ ト だ ー ！ 」

「テ ト が　 きた ！ 」

サルラたちは　 テ ト を 　 みて　 よ ろこびました 。



「こ んにちは　 テト ！ 」 「こ んにちは ！ 」

サルラたちと　 テ ト は　 あいさつを 　 しました 。

「ち いさく て　 かっ こいい ！ 」

サルラでは　 ちいさいことは　 かっ こいいことと　

おもわれていました 。

「テ ト っ て 　 どれく らい　 ちいさいの ？ 」

うしろにいる　 サルラたちは　 テト が　 みえません 。



「こめつぶ　 くらい ？ 」ある　 サルラが　 ききます 。

「ぼく 　 そんなに　 ちいさく ないよ 。」 テ ト が

こたえます 。

「かたつむり 　 く らい ？ 」

「ぜんぜん 。ぼくの　 ほうが　 ずっ と　 おおきいよ 。」



「ク レヨン　 く らい ？ 」

「ぼく のほうが　 すこしだけ　 ちいさいな 。」

「い しころ　 く らい ？ 」

「… いしころに　 よ るよ ね 。」



「ち いさな　 マツボ ッ クリ　 く らい ？ 」

「う ん…まあ 、 それく らいかな 。」

「ち いさな　 マツボ ッ クリく らい　 だ っ て ！ 」

「テト から　 みた　 けしきは　 どんな　 かんじかな 。」



「かんげいかいを 　 はじめよ う ！ 」 サルが　 いい 、

テ ト の　 かんげいかいが　 はじまり ました 。

それから　 すぐ に　 テ ト から　 みた　 けしきを

サルラたちも　 みることに　 なり ますが、 それは

また　 べつの　 おはなし 。


